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要約
本取組では、学士課程教育における連携－連携・共同教育に向けた体制整備を掲げており、それを実現する方策の一つとして遠隔講義システムの導入と運用を行った。徳島大学薬学部、徳島文理大学薬学部、徳島文理大学香川薬学部、松山大学薬学部、そして平成28年度からは千葉大学薬学部を会議システムで結び、通常の講義、演習を録画・配信したほか、薬剤師生涯教育関連講演会をリアルタイム配信し、学部学生のみならず薬剤師会会員等のステークホルダーにも講演会への参加の機会を増やすきっかけとなった。今後は四国のみならず、千葉大学側との連携授業・講演会にも積極的に活用していく予定である。
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１．目的
本取組は、四国の全薬学部が戦略的連携関係を持ち、薬剤師養成教育・大学院教育と研究を共同して推進し、臨床薬学分野の研究者や高度な専門知識を有する臨床薬剤師を養成することを目指している。その目標の一つとして学士課程教育における連携－連携・共同教育に向けた体制整備を掲げており、方策の一つとして遠隔講義システムの導入と活用を行うことを計画した。本取組では遠隔授業システムを導入し、リアルタイムまたはオンデマンドで４薬学部に配信するシステムを構築することで、学生・大学院生に多様な講義および講演会を視聴する機会を提供することにより、モデルコアカリキュラムに沿った教育の均てん化、専門教員から講義を視聴する機会を付与することを目的とした。

２．活動内容
平成24年度、徳島大学薬学部、徳島文理大学薬学部、徳島文理大学香川薬学部に遠隔システムを導入し、３箇所でのテストラン実施。平成25年３月、成績管理システムのテストランを行った。
平成25年度、松山大学薬学部へ遠隔システムを導入し、平成26年度にはシステムが完成した。また、平成26年度から順次オンデマンド用のコンテンツの登録を進めている。
平成28年度には千葉大学薬学部・千葉科学大学薬学部・城西国際大学薬学部が参加している「実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プログラム」と提携し、遠隔講義システムの共同運用を開始した。

３．成果
5年間で、オンデマンド用登録動画数は60タイトルで、アクセス数は７５９回、また、薬剤師生涯教育関連講演会を含む講演会等のリアルタイム配信は21回であった。
オンデマンド動画は授業の補助教材としての活用の他、振り返り用の教材として利用されている。また、講演会は地域の薬剤師会と共催で実施することにより、他県の講演会に地元から参加出来るという利点もあり、また平成27年度からのかかりつけ薬局・薬剤師精度の開始に伴い、有職薬局薬剤師の研修会への参加が求められるようになったことから、本取組のリアルタイム配信による他県の研修会においても利用者が目立って増えている。

４．今後の予定
大学院生・学生の教育に利用できるだけでなく、地域の薬剤師への生涯教育にも利用できるという点からも、本取組は継続することが望まれている。また、平成28年度から千葉大学薬学部との間でリアルタイム配信が可能になったことから、関東地域（千葉大学）で開催される講演会も四国内で視聴が可能となり、都会と地方の情報格差の解消にも役立つと考えている。
一方で、本事業が平成28年度で終了するため、機器の保守点検にかかる費用をどのように捻出するかが課題であるほか、収録プログラムの充実および編集操作の自動化も今後検討していきたい。
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